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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
７
月
１２
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
理
事
会
を
開
催
し
、
６
月

の
定
期
総
会
で
議
決
さ
れ
た
２５
件

の
要
望
事
項
を
所
管
の
委
員
会
に

付
託
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
藤
田
会
長

は
、
こ
れ
ま
で
本
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
六
団
体
が
求
め
て
き
た

「
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配
分
の

５
対
５
の
実
現
」
や
「
地
方
共
有

税
の
創
設
」
な
ど
が
、
政
府
の
方

針
と
し
て
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
「
分
権
改

革
の
推
進
に
伴
い
、
議
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
益
々
重
要
と
な

る
」
と
強
調
し
、
地
方
の
要
望
実

現
に
向
け
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め

た
。

会
議
で
は
役
員
の
補
欠
選
任
を

行
い
、砂
野
哲
彦
・
松
山
市
議
会

議
長
が
四
国
部
会
長
に
就
任
し

た
。
ま
た
、
各
委
員
会
へ
の
付
託

事
項
と
し
て
、
会
長
提
出
の
「
第

二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」

「
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
地

方
税
源
の
充
実
強
化
」
に
関
す
る

決
議
２
件
と
、
部
会
提
出
の
「
地

方
交
付
税
の
適
正
配
分
」
や
「
地

域
医
療
の
充
実
と
強
化
」
な
ど
を

求
め
る
２３
件
の
要
望
事
項
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
。
地
方
行
政

な
ど
５
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託

し
た
�
項
目
は
２
面
に
掲
載
。

各
委
員
長
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

付
託
事
項
や
前
年
度
か
ら
の
申
し

送
り
事
項
等
を
要
望
書
に
盛
り
込

み
、
実
現
に
向
け
関
係
方
面
に
実

行
運
動
を
行
う
旨
の
活
動
方
針
が

述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
平
成
２０

年
の
公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後

に
、
地
方
自
治
体
が
共
同
出
資
し

て
設
立
す
る
「
地
方
公
営
企
業
等

金
融
機
構
」
へ
の
出
資
額
な
ど
に

つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
佐
藤
文
俊
・
財
政
課
長
が
「
当

面
の
地
方
税
財
政
の
諸
課
題
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
が
６
月
１９

日
の
定
期
総
会
の
議
決
を
経
て
発

足
さ
せ
た
「
地
方
分
権
改
革
・
道

州
制
調
査
特
別
委
員
会
」
は
７
月

１２
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で

初
会
合
を
開
催
し
た
。

会
議
に
出
席
し
た
藤
田
会
長
は

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
政
府

の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が

５
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
基
本
的

考
え
方
」
に
触
れ
、
▽
地
方
政
府

の
確
立
▽
国
の
地
方
支
分
部
局
の

廃
止
・
縮
小
▽
条
例
制
定
権
の
拡

大
▽
財
政
力
格
差
の
縮
小
―
―
な

ど
を
打
ち
出
し
た
点
に
つ
い
て
高

く
評
価
し
た
。

そ
の
う
え
で
「
国
と
地
方
の
税

源
配
分
を
５
対
５
に
す
る
と
い
う

数
値
目
標
や
地
方
共
有
税
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
触
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
、
こ
の
点
の
実
現
を

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
今
後
も
継
続
し
て

政
府
等
に
働
き
か
け
て
い
く
姿
勢

を
示
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
委
員
の
互
選
に

よ
り
正
副
委
員
長
を
選
任
。
そ
の

結
果
、
委
員
長
に
は
川
口
浩
・
福

岡
市
議
会
議
長
が
、
副
委
員
長
に

は
�
橋
勝
次
郎
・
芦
別
市
議
会
議

長
、
篠
崎
光
男
・
宇
都
宮
市
議
会

議
長
、
小
泉
曙
臣
・
呉
市
議
会
議

長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

特
別
委
員
会
は
、
政
府
な
ど
で

議
論
さ
れ
て
い
る
「
第
二
期
分
権

改
革
」
や
「
道
州
制
導
入
の
必
要

性
」
に
対
し
、
地
方
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
し
た
も
の
。
本
会
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
る
た
め
の
調
査
・
検
討

を
行
う
。
設
置
期
間
は
平
成
２２
年

の
本
会
定
期
総
会
の
日
ま
で
。

メ
ン
バ
ー
は
、
▽
部
会
長
９
人

▽
委
員
会
の
委
員
長
６
人
▽
「
政

令
指
定
都
市
」
「
中
核
市
」
「
特

例
市
」
の
議
長
の
中
か
ら
会
長
が

指
名
す
る
者
６
人
▽
人
口
２０
万
人

未
満
の
市
の
議
長
の
中
か
ら
会
長

が
指
名
す
る
者
９
人
▽
そ
の
他
会

長
が
必
要
と
求
め
る
者
―
―
で
構

成
さ
れ
る
。
任
期
は
１
年
。

今
後
、
８
月
に
第
２
回
、
１０
月

に
第
３
回
特
別
委
員
会
を
開
き
、

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
か
ら

要
請
さ
れ
た
「
国
の
出
先
機
関
の

見
直
し
」
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
る
。
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定定
期期
総総
会会

議議
決決
２２５５
件件

５５
委委
員員
会会
にに
付付
託託

理
事
会
を
開
催
―
本
会

地
方
分
権
改
革
・
道
州
制
調
査

本 会

特特
別別
委委
員員
会会
がが
初初
会会
合合

就任あいさつをする川口委員長（福岡市議長）

あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長
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地
財
委

建
設
委

緊緊
急急
要要
望望
をを
実実
施施

【
地
方
行
政
委
員
会
】

�
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進

（
共
管
）

�
拉
致
事
件
の
全
容
解
明
と
早
期

解
決
並
び
に
拉
致
被
害
者
に
対
す

る
支
援

�
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
復
興
対
策

�
外
国
人
に
関
す
る
総
合
的
な
政

策
推
進

【
地
方
財
政
委
員
会
】

�
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進

（
共
管
）

�
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
地

方
税
源
の
充
実
強
化

�
都
市
財
政
の
充
実
強
化

�
地
方
交
付
税
の
適
正
配
分

【
社
会
文
教
委
員
会
】

�
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、
子
育

て
に
関
わ
る
費
用
を
所
得
税
等
の

控
除
の
対
象
に
す
る
こ
と

�
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
強
化

と
い
じ
め
問
題
の
解
決

�
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
関

し
て

�
地
域
生
活
支
援
事
業
の
財
源
の

明
確
化

�
少
子
化
対
策
の
充
実
と
積
極
的

推
進

�
地
域
医
療
の
充
実
と
強
化

�
地
域
の
公
的
基
幹
病
院
へ
勤
務

す
る
医
師
の
確
保

�
過
疎
地
域
に
お
け
る
公
立
病
院

医
師
の
確
保

	
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
シ
ス

テ
ム
構
築
に
伴
う
財
政
措
置



医
師
確
保
対
策

�
国
民
健
康
保
険
事
業

�
地
域
医
療
の
確
保

【
産
業
経
済
委
員
会
】

�
中
山
間
地
農
業
経
営
の
確
立

【
建
設
運
輸
委
員
会
】

�
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

�
東
北
地
方
に
お
け
る
道
路
交
通

網
の
整
備
促
進

�
北
陸
新
幹
線
の
早
期
整
備

�
四
国
西
南
地
域
の
高
速
道
路
の

早
期
整
備

�
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
秋
山
正
・
倉
敷
市

議
長
）
は
７
月
１０
日
、
東
京
・
全

国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
議
を
開
催
し
、
高
速

道
路
建
設
促
進
に
関
す
る
要
望
を

ま
と
め
た
。

協
議
会
は
、
平
成
１９
年
中
に
政

府
が
道
路
整
備
の
中
期
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
を
受
け
、
本
年
６
月

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
要

望
に
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
▽

中
期
計
画
作
成
に
あ
た
り
地
域
活

性
化
や
安
全
で
快
適
な
住
民
生
活

に
資
す
る
道
路
整
備
を
最
優
先
事

業
へ
位
置
づ
け
▽
地
方
の
未
整
備

道
路
を
切
り
捨
て
な
い
よ
う
地
域

の
実
情
に
十
分
配
慮
▽
道
路
特
定

財
源
の
全
額
を
道
路
整
備
費
に
充

当
―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

会
議
終
了
後
、
役
員
ら
は
要
望

の
実
現
を
求
め
、
冬
柴
鐵
三
・
国

土
交
通
大
臣
に
面
談
し
た
。

当
日
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
建
設
事
業
部
の
小
島
治
雄

・
建
設
担
当
部
長
が
「
東
日
本
エ

リ
ア
に
お
け
る
高
速
道
路
の
整
備

状
況
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
奥
谷
進
・
青
森
市
議

会
議
長
）
は
７
月

１３
日
、
東
京
・
全

国
都
市
会
館
で
総

会
を
開
き
、
平
成
２０
年
度
公
営
交

通
事
業
関
連
予
算
に
関
す
る
要
望

を
決
定
し
た
。

要
望
に
は
、
次
年
度
政
府
予
算

の
概
算
要
求
に
向
け
、
地
域
の
生

活
交
通
確
保
の
た
め
適
切
な
財
政

措
置
が
図
ら
れ
る
よ
う
�
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
政
措
置
の
充
実
な

ど
経
営
基
盤
の
強
化
�
地
域
住
民

の
バ
ス
路
線
維
持
及
び
生
活
交
通

の
確
保
�
バ
ス
・
路
面
電
車
・
地

下
高
速
鉄
道
事
業
へ
の
国
庫
補
助

制
度
の
拡
充
�
公
債
費
負
担
対
策

等
公
営
企
業
債
の
拡
充
�
道
路
交

通
環
境
の
整
備
―
―
の
５
項
目
を

盛
り
込
ん
だ
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
平
成
１９

年
度
協
議
会
予
算
案
や
会
議
日
程

案
等
を
審
議
、
可
決
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
井
上
宜
也
・
公
営
企
業
経
営
企

画
室
長
が
「
公
営
交
通
事
業
の
現

状
と
課
題
」
、
国
土
交
通
省
総
合

政
策
局
の
坂
本
潤
一
郎
・
企
画
調

整
官
が
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
、

同
省
自
動
車
交
通
局
の
蔵
持
京
治

・
企
画
調
整
官
が
「
バ
ス
行
政
の

現
状
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た
。

７
月
１６
日
に
発
生
し
た
新
潟
県

中
越
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
、
死
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
家
屋

の
倒
壊
な
ど
多
数
の
被
害
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
新
潟
県
は
同
日
、

長
岡
市
、
柏
崎
市
、
小
千
谷
市
、

上
越
市
な
ど
４
市
１
町
１
村
に
災

害
救
助
法
を
適
用
し
た
。

中
越
沖
地
震
災
害
の
発
生
を
受

け
、
本
会
の
地
方
財
政
委
員
会

（
委
員
長
�
高
橋
芳
治
・
南
丹
市

議
会
議
長
）
、
建
設
運
輸
委
員
会

（
委
員
長
�
丸
山
與
一
郎
・
妙
高

市
議
会
議
長
）
、
藤
田
�
之
会
長

は
７
月
１７
日
、
「
平
成
１９
年
新
潟

県
中
越
沖
地
震
災
害
に
対
す
る
緊

急
要
望
」
を
取
り
ま
と
め
、
内
閣

府
や
総
務
省
な
ど
関
係
方
面
に
要

望
を
実
施
し
た
。

要
望
は
▽
１
日
も
早
い
生
活
再

建
支
援
対
策
や
仮
設
住
宅
の
早
期

設
置
▽
上
下
水
道
、
生
活
道
路
、

鉄
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
及
び
文
教

施
設
の
早
期
復
旧
▽
激
甚
災
害
の

早
期
指
定
―
―
な
ど
を
求
め
て
い

る
。緊

急
要
望
の
内
容
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

各各
委委
員員
会会
へへ

のの
付付
託託
事事
項項

中中期期計計画画にに配配慮慮をを
高速協が役員会

公
営
交
通
議
長
会
が
総
会

要
望
を
決
定

新
潟
中
越
沖
地
震

４４
市市
にに
災災
害害
救救
助助
法法

あ
い
さ
つ
す
る
奥
谷
会
長

（
青
森
市
議
長
）

冬柴国土交通大臣（右手前）に要望
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▼
議
長

▽
伊
豆
の
国
飯
田
史
朗（
５
・
１４
）

▽
豊
明

堀
田
勝
司
（
５
・
１５
）

▽
桐
生

佐
藤
光
好
（
５
・
１７
）

▽
磐
田

河
島
直
明
（
５
・
１７
）

▽
袋
井

杉
井
征
夫
（
５
・
１７
）

▽
碧
南

禰
�
田
政
信
（
５
・
１７
）

▽
四
日
市
笹
岡
秀
太
郎（
５
・
１７
）

▽
岸
和
田

中
塚
茂
春
（
５
・
１７
）

▽
豊
中

岡
本
清
治
（
５
・
１７
）

▽
池
田

椴
木

猛
（
５
・
１７
）

▽
枚
方

大
隈
恭
隆
（
５
・
１７
）

▽
四
條
畷

三
村
孝
三
（
５
・
１７
）

▽
京
都

内
海
貴
夫
（
５
・
１７
）

▽
京
田
辺

上
田

登
（
５
・
１７
）

▽
岡
山

宮
武

博
（
５
・
１７
）

▽
新
見

杉

修
次
（
５
・
１７
）

▽
尾
道

井
上
文
伸
（
５
・
１７
）

▽
呉

小
泉
曙
臣
（
５
・
１７
）

▽
徳
島

笠
井
国
利
（
５
・
１７
）

▽
坂
出

稲
田
茂
樹
（
５
・
１７
）

▽
荒
尾

中
尾
富
枝
（
５
・
１７
）

▽
宮
崎

日
高
義
幸
（
５
・
１７
）

▽
稚
内

山
田
繁
春
（
５
・
１８
）

▽
美
唄

林

国
夫
（
５
・
１８
）

▽
恵
庭

笹
松
京
次
郎
（
５
・
１８
）

▽
弘
前

藤
田

昭
（
５
・
１８
）

▽
秋
田

加
賀
谷
正
美
（
５
・
１８
）

▽
大
館

虻
川
久
崇
（
５
・
１８
）

▽
長
井

佐
々
木
謙
二
（
５
・
１８
）

▽
糸
魚
川五

十
嵐
健
一
郎
（
５
・
１８
）

▽
武
蔵
野

近
藤
和
義
（
５
・
１８
）

▽
国
立

生
方
裕
一
（
５
・
１８
）

▽
羽
村

水
野
義
裕
（
５
・
１８
）

▽
小
田
原

大
野
眞
一
（
５
・
１８
）

▽
富
士
吉
田
勝
俣

進（
５
・
１８
）

▽
日
立

井
上

清
（
５
・
１８
）

▽
古
河

針
谷

力
（
５
・
１８
）

▽
筑
西

秋
山
恵
一
（
５
・
１８
）

▽
宇
都
宮

篠
崎
光
男
（
５
・
１８
）

▽
足
利

酉
田
智
男
（
５
・
１８
）

▽
栃
木

吉
田

稔
（
５
・
１８
）

▽
高
崎

丸
山
和
久
（
５
・
１８
）

▽
伊
勢
崎

大
和

溥
（
５
・
１８
）

▽
安
中

土
屋

弘
（
５
・
１８
）

▽
加
須

岩
井
道
雄
（
５
・
１８
）

▽
ふ
じ
み
野
大
築

守（
５
・
１８
）

▽
勝
浦

末
吉
定
夫
（
５
・
１８
）

▽
流
山

馬
場
征
興
（
５
・
１８
）

▽
浦
安

秋
葉

要
（
５
・
１８
）

▽
静
岡

杉
山
三
四
郎
（
５
・
１８
）

▽
熱
海

米
山
秀
夫
（
５
・
１８
）

▽
鳥
羽

野
村
保
夫
（
５
・
１８
）

▽
堺

西
村
昭
三
（
５
・
１８
）

▽
松
江

田
中
弘
光
（
５
・
１８
）

▽
大
牟
田

山
口
雅
弘
（
５
・
１８
）

▽
佐
伯

児
玉
忠
義
（
５
・
１８
）

▽
上
山

�
橋
位
典
（
５
・
２１
）

▽
小
金
井
篠
原
ひ
ろ
し（
５
・
２１
）

▽
大
田
（
東
京
）

永
井
敬
臣
（
５
・
２１
）

▽
渋
谷

木
村
正
義
（
５
・
２１
）

▽
川
崎

鏑
木
茂
哉
（
５
・
２１
）

▽
藤
沢

河
野
顕
子
（
５
・
２１
）

▽
水
戸

伊
藤
充
朗
（
５
・
２１
）

▽
越
谷

中
村
讓
二
（
５
・
２１
）

▽
市
川

松
井

努
（
５
・
２１
）

▽
船
橋

村
田
一
郎
（
５
・
２１
）

▽
八
尾

小
林

貢
（
５
・
２１
）

▽
門
真

大
本
郁
夫
（
５
・
２１
）

▽
宇
治

坂
下
弘
親
（
５
・
２１
）

▽
彦
根

藤
野
政
信
（
５
・
２１
）

▽
三
原

真
嶋

智
（
５
・
２１
）

▽
北
広
島

橋
本

博
（
５
・
２２
）

▽
新
発
田
二
階
堂

馨（
５
・
２２
）

▽
福
井

谷
口
健
次
（
５
・
２２
）

▽
小
平

小
林
秀
雄
（
５
・
２２
）

▽
東
大
和

佐
村
明
美
（
５
・
２２
）

▽
江
戸
川

田
島

進
（
５
・
２２
）

▽
岐
阜

浅
井
武
司
（
５
・
２２
）

▽
大
阪

足
�
將
司
（
５
・
２２
）

▽
高
槻

藤
田
頼
夫
（
５
・
２２
）

▽
八
幡

鷹
野

宏
（
５
・
２２
）

▽
美
祢

秋
山
哲
朗
（
５
・
２２
）

▽
東
村
山

丸
山

登
（
５
・
２３
）

▽
板
橋佐

々
木
と
し
た
か
（
５
・
２３
）

▽
泉
佐
野

鈴
木
雅
弘
（
５
・
２３
）

▽
和
歌
山

北
野

均
（
５
・
２３
）

▽
宇
部

小
川
裕
己
（
５
・
２３
）

▽
小
樽

見
楚
谷
登
志
（
５
・
２４
）

▽
目
黒

雨
宮
正
弘
（
５
・
２４
）

▽
中
野
（
東
京
）

市
川
み
の
る
（
５
・
２４
）

▽
荒
川

竹
内
捷
美
（
５
・
２４
）

▽
成
田

石
渡
孝
春
（
５
・
２４
）

▽
守
口

山
口
保
己
（
５
・
２４
）

▽
熊
本

牛
嶋

弘
（
５
・
２４
）

▼
副
議
長

▽
伊
豆
の
国
増
島
一
良（
５
・
１４
）

▽
豊
明

安
井

明
（
５
・
１５
）

▽
桐
生

幾
井
俊
雄
（
５
・
１７
）

▽
磐
田

�
橋
和
雄
（
５
・
１７
）

▽
袋
井

藤
城
一
英
（
５
・
１７
）

▽
碧
南

陣
弓
騎
昌
（
５
・
１７
）

▽
四
日
市

毛
利
彰
男
（
５
・
１７
）

▽
岸
和
田

信
貴
芳
則
（
５
・
１７
）

▽
池
田

渡
邉
千
芳
（
５
・
１７
）

▽
四
條
畷

瓜
生
照
代
（
５
・
１７
）

▽
京
都

宮
本

徹
（
５
・
１７
）

▽
京
田
辺

喜
多
英
男
（
５
・
１７
）

▽
岡
山

磯
野
昌
郎
（
５
・
１７
）

▽
新
見

羽
場
純
三
（
５
・
１７
）

▽
尾
道

田
頭
弘
美
（
５
・
１７
）

▽
呉

芝

博
（
５
・
１７
）

▽
長
門

中
野
博
文
（
５
・
１７
）

▽
徳
島

宮
内
春
雄
（
５
・
１７
）

▽
坂
出

吉
田
耕
一
（
５
・
１７
）

▽
荒
尾

百
田
勝
義
（
５
・
１７
）

▽
宮
崎

前
田
廣
之
（
５
・
１７
）

▽
稚
内

鈴
木
茂
行
（
５
・
１８
）

▽
美
唄

内
馬
場
克
康
（
５
・
１８
）

▽
恵
庭

前
佛

優
（
５
・
１８
）

▽
弘
前

一
戸
兼
一
（
５
・
１８
）

▽
秋
田
宇
佐
美
洋
二
朗（
５
・
１８
）

▽
大
館

中
村
弘
美
（
５
・
１８
）

▽
長
井

町
田
義
昭
（
５
・
１８
）

▽
糸
魚
川

大
矢

弘
（
５
・
１８
）

▽
武
蔵
野

松
本
清
治
（
５
・
１８
）

▽
国
立

阿
部
美
知
子
（
５
・
１８
）

▽
羽
村

瀧
島
愛
夫
（
５
・
１８
）

▽
小
田
原
三
廻
部
周
雄（
５
・
１８
）

▽
富
士
吉
田
戸
田

元（
５
・
１８
）

▽
日
立

石
野
正
美
（
５
・
１８
）

▽
土
浦

吉
田
博
史
（
５
・
１８
）

▽
古
河

石
丸
一
男
（
５
・
１８
）

▽
筑
西

新
井
利
平
（
５
・
１８
）

▽
宇
都
宮
阿
久
津
善
一（
５
・
１８
）

▽
足
利

松
村
和
久
（
５
・
１８
）

▽
栃
木

須
田
安
�
（
５
・
１８
）

▽
高
崎

田
中
英
彰
（
５
・
１８
）

▽
伊
勢
崎

定
方
英
一
（
５
・
１８
）

▽
安
中

新
井
孝
昭
（
５
・
１８
）

▽
加
須

笠
井
博
之
（
５
・
１８
）

▽
ふ
じ
み
野
�
橋
順
子（
５
・
１８
）

▽
勝
浦

板
橋

甫
（
５
・
１８
）

▽
流
山

関
口
和
恵
（
５
・
１８
）

▽
浦
安

岡
本
善
徳
（
５
・
１８
）

▽
静
岡

近
藤
光
男
（
５
・
１８
）

▽
熱
海

�
橋
幸
雄
（
５
・
１８
）

▽
堺

松
本
光
治
（
５
・
１８
）

▽
枚
方

榎
本
正
勝
（
５
・
１８
）

▽
松
江

田
中
豊
昭
（
５
・
１８
）

▽
大
牟
田

小
野

晃
（
５
・
１８
）

▽
上
天
草

須
�
正
造
（
５
・
１８
）

▽
佐
伯

川
野
紀
久
雄
（
５
・
１８
）

▽
上
山

鈴
木
忠
夫
（
５
・
２１
）

▽
柏
崎

中
村
明
臣
（
５
・
２１
）

▽
小
金
井

小
山
美
香
（
５
・
２１
）

▽
大
田
（
東
京
）

飯
田

茂
（
５
・
２１
）

▽
渋
谷

鈴
木
建
邦
（
５
・
２１
）

▽
川
崎

玉
井
信
重
（
５
・
２１
）

▽
藤
沢

大
野
美
紀
（
５
・
２１
）

▽
水
戸

内
藤
丈
男
（
５
・
２１
）

▽
市
川

小
林
妙
子
（
５
・
２１
）

▽
船
橋

野
田
剛
彦
（
５
・
２１
）

▽
豊
中

渡
�

稔
（
５
・
２１
）

▽
八
尾

土
井
田
隆
行
（
５
・
２１
）

▽
門
真

村
田
文
雄
（
５
・
２１
）

▽
宇
治

川
原
一
行
（
５
・
２１
）

▽
彦
根

大
橋
和
夫
（
５
・
２１
）

▽
三
原

分
野
達
見
（
５
・
２１
）

▽
北
広
島

藤
田

豊
（
５
・
２２
）

▽
新
発
田

渋
木
武
衛
（
５
・
２２
）

▽
福
井

石
川
道
広
（
５
・
２２
）

▽
三
鷹

緒
方
一
郎
（
５
・
２２
）

▽
小
平

加
藤
俊
彦
（
５
・
２２
）

▽
東
大
和
石
川
庄
太
郎（
５
・
２２
）

▽
江
戸
川

川
瀬
泰
徳
（
５
・
２２
）

▽
越
谷

伊
藤

治
（
５
・
２２
）

▽
富
士

服
部
藤
徳
（
５
・
２２
）

▽
岐
阜

高
橋

寛
（
５
・
２２
）

▽
大
阪

待
場
康
生
（
５
・
２２
）

▽
高
槻

�

芳
春
（
５
・
２２
）

▽
八
幡

北
川
昭
典
（
５
・
２２
）

▽
美
祢

林

常
雄
（
５
・
２２
）

▽
東
村
山

山
川
昌
子
（
５
・
２３
）

▽
板
橋

白
井
よ
う
子
（
５
・
２３
）

▽
泉
佐
野

松
浪
武
久
（
５
・
２３
）

▽
和
歌
山
宇
治
田
清
治（
５
・
２３
）

▽
宇
部

三
戸

充
（
５
・
２３
）

▽
目
黒

木
村
洋
子
（
５
・
２４
）

▽
中
野
（
東
京
）

や
な
が
わ
妙
子
（
５
・
２４
）

▽
荒
川

中
村
尚
郎
（
５
・
２４
）

▽
成
田

村
嶋
照
等
（
５
・
２４
）

▽
守
口

大
藤
美
津
子
（
５
・
２４
）

▽
熊
本

磯
道
文
徳
（
５
・
２４
）

▼
事
務
局
長

▽
恵
庭

伊
藤
隆
英
（
４
・
１
）

▽
大
館

本
多
和
幸
（
４
・
１
）

▽
上
山

橋
本
栄
次
（
４
・
１
）

▽
新
発
田

築
井
信
幸
（
４
・
１
）

▽
荒
川

苫
米
地

茂
（
４
・
１
）

▽
日
立

石
井
博
人
（
４
・
１
）

▽
土
浦

神
立

廣
（
４
・
１
）

▽
安
中

小
嶋
誠
一
（
４
・
１
）

▽
越
谷

大
橋
敏
夫
（
４
・
１
）

▽
宇
治

佐
野
純
二
（
４
・
１
）

▽
新
見

山
�

譲
（
４
・
１
）

▽
荒
尾

土
本

久
（
４
・
１
）

▽
名
護

宮
城
幸
夫
（
４
・
１
）

議

会

人

事
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福
生
市
で
は
平
成
１６
年
１０
月
１

日
か
ら
、
全
庁
を
挙
げ
開
庁
時
間

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
施
の
対
象
と
な
る
の
は
、
水

曜
日
と
土
曜
日
。
水
曜
日
は
午
後

８
時
ま
で
開
庁
時
間
を
延
長
し
、

土
曜
日
は
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
５
時
１５
分
ま
で
開
庁
す
る
こ
と

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

水
曜
日
、
土
曜
日
と
も
、
原
則

と
し
て
全
業
務
で
時
間
外
開
庁
を

実
施
し
て
お
り
、
平
日
の
通
常
開

庁
時
間
に
来
庁
で
き
な
い
市
民
に

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

時
間
外
勤
務
実
施
に
当
た
り
職

員
の
態
勢
は
、
各
部
署
と
も
全
職

員
に
対
し
て
概
ね
３
分
の
１
の
職

員
が
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
に

よ
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

水
曜
日
に
つ
い
て
は
、
午
前
１１

時
１５
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
時

差
出
勤
で
対
応
。
土
曜
日
に
つ
い

て
も
、
振
替
え
休
日
を
設
け
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
た
め
、
超
過

勤
務
手
当
な
ど
の
経
費
は
掛
か
ら

な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
を
実
施
す
る
に
当

た
り
福
生
市
で
は
、
１５
年
１０
月
１

日
か
ら
１６
年
３
月
３１
日
ま
で
を
試

行
期
間
と
し
て
▽
水
曜
日
�
午
後

５
時
１５
分
か
ら
午
後
９
時
▽
土
曜

日
�
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時
１５
分
―
―
の
時
間
帯
も
開
庁

し
、
成
果
等
に
つ
い
て
検
証
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
課
窓
口
な
ど

の
証
明
等
の
交
付
業
務
を
中
心

に
、
対
応
件
数
実
績
が
向
上
。
水

曜
日
の
時
間
外
取
扱
い
の
平
均
件

数
は
８２
件
、
土
曜
日
の
平
均
件
数

は
２
６
０
件
を
数
え
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
試
行
期
間
中
、
時
間
外
開

庁
時
間
に
来
庁
し
た
市
民
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
１６
年
１

月
７
日
か
ら
３
月
３１
日
に
か
け
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
時

間
外
の
開
庁
で
助
か
っ
た
」
と
す

る
回
答
が
、
水
曜
日
来
庁
者
で
９１

％
、
土
曜
日
来
庁
者
で
９７
％
を
占

め
、
極
め
て
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
。こ

の
た
め
福
生
市
で
は
、
１６
年

１０
月
か
ら
時
間
外
開
庁
を
本
格
的

に
開
始
。
た
だ
し
水
曜
日
に
つ
い

て
は
施
行
期
間
中
、
午
後
８
時
ま

で
の
来
庁
者
が
全
体
の
８３
・
７
％

を
占
め
、
そ
れ
以
降
の
来
庁
者
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
延
長
時
間
を

午
後
８
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

福
生
市
で
は
、
今
後
も
さ
ら
な

る
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応

を
は
じ
め
と
し
た
総
合
窓
口
化
の

推
進
な
ど
を
課
題
に
掲
げ
、
積
極

的
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
地
と
な
る

新
庁
舎
は
第
１
期
工
事
が
完
了

し
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
業
務
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
本
年
１０

月
１５
・
１６
日
に
、
熊
本
市
の
熊
本

市
民
会
館
で
「
第
２
回
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

１５
日
は
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授

の
竹
中
平
蔵
氏
の
「
地
方
行
政
の

課
題
」
と
題
す
る
基
調
講
演
の

後
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
神

野
直
彦
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
「
地
方

行
財
政
改
革
の
行
方
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。
１６
日

は
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

の
横
道
清
孝
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
「
予
算
決
算
審
査
の
あ
り

方
」「
委
員
会
運
営
の
あ
り
方
」に

つ
い
て
課
題
討
議
を
行
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
事
例
報

告
を
通
じ
議
論
を
深
め
、
真
の
分

権
型
地
方
議
会
の
確
立
に
向
け
、

充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
】
申
込
用
紙
は
６
月
２０

日
付
で
全
国
の
市
議
会
議
長
宛
て

に
送
付
し
た
「
開
催
の
ご
案
内
」

の
中
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
▽
申

込
期
限
９
月
１４
日
必
着
▽
参
加
費

１
人
５
０
０
０
円

【
問
合
先
】
▽
交
通
・
宿
泊
に
つ

い
て
�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
熊
本
支
店
・

担
当

田
原
・
野
元
（
�
０
９
６

―
３
２
２
―
４
１
１
４
）
▽
会
議

運
営
等
に
つ
い
て
�
全
国
市
議
会

議
長
会
・
法
制
担
当

廣
瀬
（
�

０
３
―
３
２
６
２
―
２
３
０
３
）

市市 政政

ニニュューースス

時
間
外
開
庁
を
実
施

福
生
市
（
東
京
都
）

「「
第第
２２
回回
研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
」」をを
開開
催催

本 会

１０
月
１５
・
１６
日
熊
本
市
で

第
１
期
工
事
が
完
了
し
、

業
務
を
開
始
し
た
新
庁
舎
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